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ルに広がり、また中断されている o こ 写真(左上・左から佐野、茶、左下・左
こでは20世紀 (80年代)から復元され から梅花、古谷野)
たあり様について概観した。内蒙古東
北の興安盟ウランホト市のトウレート
ゲゲンスムの事例を取り上げ、現時点
でのチベット仏教における寺院の復元、
ラマ僧の情勢、民衆と宗教活動との関
連、政府と寺院の関係などを考察した。
@ 発表3:古谷野洋子(神奈川大学日本
常民文化研究所特別研究員)
テーマ:I島々と海をめぐるモザイク
模様のネットワーク一八重山諸島波
照間島のカツオ漁と黒島のザコ捕り
を中心に-J
内容:沖縄最南端の八重山諸島は水の
ある「高い島J(西表島・石垣島 ・小浜
島)と水のない「低い島J(竹富島 -黒
島・新城島・波照間島)とにわけられ、
|学界消息|
国際常民文化研究機構の発足
神奈川大学日本常民文化研究所は、渋j事
敬三が主宰したアチックミューゼアムが創
設された1921年から数えて、今年でちょうど
90周年を迎える。その学術的意義は、所蔵す
る漁業Hi!J)支史と氏具研究を中心とした資料
の蓄積と、研究領域としては海をめぐる虎
史と文化を核としながら、 li1史学と民俗学
を学際的に融合するという学IlJ的特徴をも
っていることにある。その有意性:は、伯:来
一定の寄F{ilを得てきた O しかし、研究所と
しては、史資本|の所蔵だけでなく、その学
|間的蓄積を生かして、より現代の学術に貢
献していく努力が求められる。
その一つが、日本常民文化研究所と神奈
川大学大学院歴史民俗資料学研究科を基盤
として保択された、 21世紀COEプログラム
「人類文化研究のための非文字資料の体系
化」であり、 2003年度から2007年度の5年間
に数多くの有意義な研究成果をあげた。 2008
年度から、1::1本常民文化研究所の附置機関
として非文字資料研究センターが開設され、
この研究分野の|止界的研究拠点形成を目指
して研究活動を継続している o (詳しくは、
http://www.himoji.jp/index.html) 
さらに、 2009年度から文部科学省「人文学
及び社会科学における共同研究拠点の整備
の推進事業」に採択され、国際常民文化研
究機構(以下、機構という)が発足した。
機構は、日本常民文化研究所を基離として、
その漁業il!JJ支資料25万点や渋津フィルムの映
像資料、日本民族学振興会からの引き継ぎ
資料など膨大な資料の蓄積が評価され、そ
れらの資料の公!?目、共有を含めた研究活動
を展開して国際的・学|際的な共同研究拠点
を形成することがその目的とされている。
機構の研究活動は、大きく 3つに分類さ
れる。第一は、所蔵資料の情報共有化で、
機構の第]業務と位置づけられる O 前述した
日本常民文化研究所の資料-をデータベース
化して、公I~日・共有化を図る O
第二は、プロジェクト型共同研究で、機
構の第2業務と位置づけられる。このプロジ
ェクトは、初年度に①海域・海民史の総合
的研究、②民共資料の文化資源化、①31:文
字資料(図像・身体校法・景観)の体系化、
@映像資料の文化資源化、⑤常民文化資料
共有化システムの開発の 5つのテーマで広
く全国の研究者に対して公募したD その結
果、①のテーマで「漁場利用の比較仰f究j
r 1]本列島周辺海主主における水産史に関する
総合的研究Jr環太平洋海域における伝統的
造船技術の比較研究」の 3プロジェクト、
以下②で「民共の名称に関する基礎的研究」
「東アジアの民具-物質文化からみた比較文
化史j、③で!アジア祭杷芸能の比較研究」、
④で「アチックフィルム・写真にみるモ
ノ・身体・表象j、⑤で「第二次大戦1:1およ
び占領則の民族学・文化人類学」の合計8
つの研究プロジェクトが採択された。合計64
名の共同研究者と13名の海外研究協力者など
を含め、 77~1 によるプロジェクト型共同研究
を推i註している。
第三は、事業運営の総合的推進の第 3業
務である O 機構運営の最高機関である述営
委員会を中心として、共同研究のための研
究会や国際シンポジウムなどを開催する O
2010年3月27日・ 28日には、共通テーマ「海
氏・海域史からみた人類文化」と題した第1
回国|際シンポジウムを開催した O 日本学術
会議及び関係4学会の後援のもとに、 3月27日
は「漂うクジラー “ヒト“カミ
“自然"共生の試金石-Jと題し、 C.W. 
ニコル氏「勇魚の人々」、秋道智粥氏 rf.(1京慕
と向!j~供養を再考する」の基調講演のほか、
ノルウェーやチリ出身研究者など5~1 の発表
が行われた。 3月28日には「海民社会と漁
業一束アジア世界から-Jと題して共同研
究者や国際学術協定提携機関の中国、韓国
の研究者を含めて10名の報告があった。
2013年度までの5年間、機構における共同
研究拠点づくりの学術活動が続けられる O
(小1{~ 誠)
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